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2021.3.26 

インド・バングラデシュ    熱帯サイクロン「アンファン（Amphan）」による被害 
 

主な 

被災地 

インド（India）東部、北東部・バングラデシュ（Bangladesh）西部 

死者※ 

129 人 
インド 103 人 

バングラデシュ 26 人

＜インド＞ 西ベンガル(West Bengal)州 

＜バングラデシュ＞ クルナ（Khulna）管区 

上陸日 2020 年 5 月 20 日にインド・西ベンガル州に上陸 

行方不明者※ ー  
概 要 

ベンガル湾では1999年以来のスーパー･サイクロン(最上位)。24時間に

4 段階の急発達をとげた。適格な上陸予報と早期対応によりインド、バ

ングラデシュ両国で 250 万人以上が事前避難し人的被害は最小限に抑

えられたが、コルカタ市を直撃したことから 130 億ドル以上の経済被害。

※死者・行方不明者数は 2020 年 5 月 25 日の国連資料と、25 日、26 日、28 日、29 日の報道資料による。21, 25, 28, 30, 36 

 

 

サイクロン「アンファン」の経路と被害（5/25 欧州連合/欧州委員会）                    

 
出典：https://erccportal.jrc.ec.europa.eu/getdailymap/docId/3337              
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区分 風速 

D: Depression < 31~50km/h（約 8.6-13.9m/s）

DD: Deep Depression 51~62km/h（約 14.2~17.2m/s） 

CS: Cyclonic Storm 63~88km/h（約 17.5~24.4m/s） 
SCS：
Severe Cyclonic Storm

89~117km/h（約 24.7~32.5m/s）

VSCS: Very Severe
 Cyclonic Storm

118~165km/h（約 32.8~45.8m/s）

ESCS: Extremely 

Severe Cyclonic Storm 

166~220km/h（約 46.1~61.1m/s）

Super Cyclonic Storm ≧221km/h（約 61.4m/s） 

災害の要因 

＜サイクロン「アンファン」のデータ＞ 

 データ1 
最低気圧：920hPa 

最大風速：130kt(65m/s) 
上陸時の最大風速： 

130kmph (36.1m/s) 

    5 月 20 日 18:55 コルカタ市 

  最大潮位：15ft(4.57m)西ベン 
   ガル州南北 24 パルガナー県 
 

 経路 1 

5 月 13 日にアンダマン海 
南部で低気圧発生 
         ↓ 

5 月 16 日夕(1200UTC) 

サイクロン(Cyclonic Storm) 
に発達”AMPHAN”と命名。 

（発音は UM-PUN） 
     ↓ 

ベンガル湾で、24 時間に急速発達 
5 月 17 日午後(0900UTC) Very Severe Cyclonic Storm 

5 月 18 日未明(5 月 17 日 2100UTC) Extremely Severe Cyclonic Storm 
5 月 18 日正午(0600UTC) Super Cyclonic Storm となり、その後ほぼ 24 時間、その勢力を保つ。 
     ↓ 

5 月 19 日正午(0600UTC)勢力を落とし Extremely Severe Cyclonic Storm。 
     ↓ 

5 月 20 日 14:30(0900UTC)インド/バングラデシュ国境付近に上陸2。1530-1730(1000-1200UTC) や

や勢力を落とし Very Severe Cyclonic Storm としてインド西ベンガル州沿岸スンダルバンズ

(Sundarbans)国立公園を通過。最大風力 155-165kmph(43-46m/s)、最大瞬間風速 185kmph(51m/s)。 

5 月 20 日夜(1200-1500UTC)西ベンガル州都コルカタ市付近を通過。 
     ↓ 

5 月 21 日未明(5 月 20 日 2100UTC)にバングラデシュ上空で Cyclonic Storm にまで勢力を弱める。 
     ↓ 

5 月 21 日正午バングラデシュ上空で低気圧に。 

  
参考情報 
シンプソン・スケールによるハリケーンの等級3     インド気象庁によるサイクロン定義4 

 
 

 
 

 
 

  

等級  風速 

カテゴリー1 75-95mph （約 33.5~42.5m/s）

カテゴリー2 96-110mph（約 42.9~49.2m/s）

カテゴリー3 111-129mph（約 49.6~57.7m/s）

カテゴリー4 130-156mph（約 58.1~69.7m/s）

カテゴリー5 ≧157mph（約 70.2m/s） 
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＜急速発達と海面温度＞ 

 5 月 18 日の報道記事によると、5 
・インド気象庁長でサイクロンの専門家でもある Mrutyunjay Mohapatra 長官は「ベンガル湾にお

けるサイクロン･アンファンの急速発達は、高い海面水温、鉛直方向のウィンドシア、大気中に

十分な湿分が存在したこと等、多くの条件が重なったことによる」と述べた。 

・米国メリーランド大学の気候変動専門家 Raghu Murtugudde 氏によれば、「スーパーサイクロン･

アンファンの発達過程は、ハリケーンで言えば明らかに『急速発達(rapid intensification (RI))：

24 時間以内に最大風力が 55kmh(15.2m/s)以上増加すること』。インド洋と大西洋は条件が異な

り単純に比較はできないが、インド洋の急速かつ一本調子な温度上昇を考慮すると今後『急速

発達』は増加すると考えられる」 
 5 月 20 日の報道記事によると、インド国立海洋情報センター(the Indian National Centre for Ocean 

Information (INCOIS) )と ベンガル湾国立海洋技術研究所(National Institute of Ocean Technology 
in the Bay of Bengal)がベンガル湾に設置した観測ブイでは、サイクロン接近前に、32 度～34 度

の海面水温を記録していた。インド熱帯気象研究所(Indian Institute of Tropical Meteorology 
(IITM))の専門家 Roxy Mathew Koll 氏によれば、「熱帯サイクロンは海面からエネルギーを吸収

する。高い海面水温はサイクロンにエネルギーを”スーパーチャージ”し、急速発達をまねいた」
6 

 

＜COVID-19 ロックダウンがもたらした大気汚染減少によるサイクロン発達の可能性＞ 

 5 月 21 日の報道によると、サイクロン･アンファンの急速発達には、大気中の汚染物質減少が

影響している可能性があると、米国ユタ大学気候変動専門家 Simon Wang 教授と米国太平洋岸

北西部国立研究所(Pacific Northwest National Laboratory)の Jin-Ho Yoon 研究員が指摘している。7 
・両氏の研究では、アンファン同様高い海面温度により発達しオディシャ州沿岸に上陸した

2019 年 5 月のサイクロン･ファニでは、大気中の汚染物質粒子(aerosol)がサイクロンの勢力を

弱める働きをしたという。 

・大気中の汚染物質粒子が、雲中で早期の降雨をもたらし雲の発達を抑え、サイクロンの発達

をも抑制する働きをした。 

・サイクロン･ファニでは高い海面･大気温と大気汚染物質粒子が、綱引き状態で作用した。 
・新型コロナウィルスの拡大で経済活動が縮小し、南アジア地域では大気中の汚染物質粒子が

急激に減少した。 
・気象は様々なバランスで成り立っており、この状況を注視していかなければならない。 

 

＜強風＞ 

インド 
 インド気象庁レポートによると、西ベンガル州コルカタ市観測点が記録した風速は下記の通り 1 

・コルカタ市 Dum Dum 5 月 20 日 18:55：130kmph(36.1m/s) 
・コルカタ空港 5 月 20 日 17:52：112kmph(31.1m/s) 

 インド気象庁レポートによると、オリッサ州沿岸部の観測点が記録した風速は下記の通り 1 
・Paradip 5 月 20 日 06:30：106kmph(29.4m/s) 

・Balasore 5 月 20 日 13:30-14:30：91kmph(25.2m/s) 
バングラデシュ 

 5 月 20 日バングラデシュ赤新月社 SitRep No.1 によれば、風速 90km/h(25m/s)、観測地点は不明。
8 

 5 月 29 日国際赤十字レポートによれば、5 月 20 日夕刻バングラデシュ沿岸部の風速は

150kmph(41.6m/s)観測地点は不明。9 
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＜降水量＞ 

インド 
 インド気象庁レポートによれば、5 月 20 日～22 日の主要な 24 時間累積降雨量は下記の通り 1 
月日 州 観測点 

5 月 20 日 オディシャ州 

西ベンガル州 

Paradip 210mm, Balikuda 180mm, Kakatpur 160mm, 

Contai 110mm, （両州とも沿岸部） 

5 月 21 日 オディシャ州 

 

西ベンガル州 

 

メガラヤ州 

Bhograi 130mm, Rajghat 120mm, Jaleswar 120mm, 

Chandanpur 110mm（いずれも沿岸部） 

コルカタ市 Alipore 240mm, 同市 Dum Dum 200mm, 

Harinkhola 130mm（沿岸部） 

Williamnagar 230mm, Mawsynram 150mm,  

5 月 22 日 メガラヤ州 

アルナーチャル

プラデシュ州 

Cherrapunji 250mm, Mawsynram 220mm,  

Bhalukpong 120mm, Bomdila 100mm 

 

バングラデシュ 

 5 月 21 日の報道によれば、西部イシュルディでは 
21 日迄の 24 時間に 155mm 以上の降雨を観測。10 

 気象庁(日本)日別値によれば、5 月 19 日~22 日 
の各観測点の雨量は下記の通り。11,12,13,14,15,16,17,18,19 

単位 mm 

観測点 5 月 19 日 5 月 20 日 5 月 21 日 5 月 22 日

バリサル 49 11 0 0 

ジェソール 2 120 0 0 

ダッカ 7 74 1 0 

イシュルディ 2 160 5 0 

ボーグラ 1 103 40 0 

ランプル 0 31 102 2 

シルヘット 0 2 49 52 

チッタゴン 20 14 14 0 

ｺｯｸｽﾊﾞｻﾞｰﾙ 0 64 6 0.4 

 

 

＜高潮＞         
インド 

 インド気象庁レポートによると、コルカタ地方サイクロン警報センターの発災後調査によれば、

西ベンガル州ミドナープル(Medinipur)県東部、北 24 パルガナー(North 24 Parganas)県、南 24 パル

ガナー(South 24 Parganas)県の低地水辺地域の最高潮位(tidal wave height)は 15ft(4.57m)。1 
 

バングラデシュ 
 5 月 20 日バングラデシュ赤新月社 SitRep No.1 によれば、最高潮位(Highest Surge Height)は

5.9ft(1.8m)、観測地点は不明。8 
 5 月 25 日国連バングラデシュ人道問題調整タスクフォース発表の資料によると、沿岸 5 県の高潮

浸水面積は下記の通り。36 

シャトキラ県 クルナ県 バゲルハット県 バルグナ県 パトゥアカリ県

68,031ha 24,302ha 35,339ha 8,534ha 8,869ha 
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＜浸水発生状況＞ 

 5 月 21 日の報道によれば、インド西ベンガル州の州都コルカタ市は 24 時間降雨量が 250mm に達

し、市内の街路が浸水した。またコルカタ空港も浸水し、離発着が一時的に中止された。10 

 5 月 23 日の報道によれば、西ベンガル州の世界自然遺産スンダルバンズ(Sundarban)･デルタが数

km 内陸まで浸水した。20 

 インド西ベンガル州南部、オディシャ州東部、バングラデシュ南部の浸水状況については、

後掲(P.22 以降)の衛星写真参照のこと。 
 

＜河川＞ 

 インド中央水資源委員会(Central Water Commission : CWC)洪水レポートによると、5 月 21 日時点

では増水河川がゼロだったが、サイクロン･アンファンによるインド北東部の大雨により、5 月

22 日にブラマプトラ川北岸(右岸)支川 Jiabharali 川（アルナーチャル･プラデシュ州から流入）が

ブラマプトラ川合流点付近のアッサム州ソニプール(Sonipur)県の観測点で、危険水位を超過した。
21, 22, 23, 24 

 5 月 28 日の報道によると、サイクロン･アンファンにより引き起こされた大雨により、インド北

東部アッサム州では、過去数日間、河川水位が上昇。ラキンプール(Lakhimpur)県、 ショーニト

プール(Sontipur)県、ダーラーング(Darrang)県、およびゴールパラ(Goalpara)県で河川水位が上昇し、

5 月 24 日現在、約１万人が影響を受けている。25 
・中央水資源委員会(CWC)によると、5 月 28 日現在ブラマプトラ川南岸(左岸)支川 Kopili 川の水

位はナーガオン(Nagaon)県 Kampur で危険水位 60.5m を超過し 61.74m。 
・ブラマプトラ川本川は 5 月 28 日にジョルハッ(Jorhat)県 Neamatighat で危険水位 85.04m を超過

し、85.41m。 

 
＜土砂災害＞ 
 5 月 25 日の報道によると、シッキム州北部(North)県で 24 日、サイクロン･アンファン由来の雨に

より土砂災害が発生し、家屋数軒が損壊、女性１名が死亡、他 2 名が負傷した。21 
 5 月 28 日の報道によると、アルナーチャル･プラデシュ州ディバン･バレー(Dibang Valley)県で 5

月 25 日、大雨による土砂災害で家屋が埋まり、一家 3 人が死亡した。25 
 5 月 28 日の報道によると、メガラヤ州は 5 月 23 日~24 日にかけて 300~350mm の記録的大雨に見

舞われ、土砂災害や突発洪水が発生、ガロ(Garo)丘陵、カシ(Khasi)丘陵、ジャインティア(Jainita)
丘陵地帯の 6 県 21 村が被災、全壊 6 棟、半壊 343 棟の被害が出たが、死者はなし。25 
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被害 

インド 

＜人的・一般被害＞ 

 5 月 25 日発表の欧州委員会・人道援助市民保護総局（ECHO）資料によると、被災者は少なく

とも 7,000 万人、避難者は 66 万人。26 

    州別死者数(5 月 23 日~27 日現在) 

オディシャ 西ベンガル メガラヤ アッサム シッキム ｱﾙﾅｰﾁｬﾙﾌﾟﾗﾃﾞｼｭ

0 98 1 0 1 3 

 

【オディシャ州】 
 5 月 23 日オディシャ州 SitRep によると、州内 10 県が被災し、このうち北東部沿岸 4 県（バー

レーシュワル(Balasore)県、バドラク(Bhadrak)県、ケンドラパラ(Kendrapada)県、ジャガティン

ガプル(Jagatsinghpur)県）の被害が甚大。27 

 5 月 23 日オディシャ州 SitRep によると、23 日現在、死者の報告なし。27 
 5 月 23 日オディシャ州 SitRep によると、 

住宅被害：全壊約 500 棟、一部損壊 15,000 棟。27 
 

【西ベンガル州】 
 5 月 29 日の報道によると、西ベンガル州のサイクロン･アンファンによる死者は 98 名となった。

28 

 7 月 23 日赤十字レポートによると、西ベンガル州の州内 8 県(東ミドナープル(East Midunapur)

県、西ミドナープル(West Midhunapur)県、北 24 パルガナー(North 24 Parganas)県、南 24 パルガ

ナー(South 24 Parganas)県、ナディヤー(Nadia)県、ハーウラー(Howrah)県、コルカタ(Kolkata)県

(市)、フグリー(Hoogli)県)の被害が甚大。29 
住宅被害：約 290 万戸 

 

【メガラヤ州】 

 5 月 26 日の報道記事によると、大雨によりメガラヤ州では、 
・東カシ･ヒル(丘陵)県の渓流で 1 人が溺死した。 

・住宅被害は 35 村の 450 棟。このうち全壊 7 棟。30 
 

【アッサム州】 
 5 月 25 日アッサム州災害対策部 SitRep によると、25 日時点で死者はなし。 

住宅被害：一部損壊 4 棟。31 
 

【シッキム州】 
 5 月 25 日の報道によると、シッキム州北部(North)県で 24 日、サイクロン･アンファン由来の雨

により土砂災害が発生し、家屋数軒が損壊、女性１名が死亡、他 2 名が負傷した。21 
 

【アルナーチャル･プラデシュ州】 
 5 月 28 日の報道によると、アルナーチャル･プラデシュ州ディバン･バレー(Dibang Valley)県で 5

月 25 日、大雨による土砂災害で家屋が埋まり、一家 3 人が死亡した。25 
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＜インフラ・農業被害＞ 

【オディシャ州】 
 5 月 23 日オディシャ州 SitRep によると、インフラ被害は下記の通り、27 

・送電線被害：33KV 送電線 34km、11KV 送電線 453km、LT 送電線 680km 
・柱上変圧器(Distribution Transformer)被害：2,439 個 

・電話基地局(telecom sites)被害：4,930 箇所 
・道路(Roads/Embankment)被害：151.05km 

・保健センター(Angawadi Center)被害：646 箇所 
・小学校(Primary School Building)被害：1,552 

・コミュニティホール被害：298 
 5 月 23 日オディシャ州 SitRep によると、農業･漁業被害は下記の通り、27 

・農作物被害：約 10 万ヘクタール 
・漁船被害：全損 14、一部損傷：41 

 

【西ベンガル州】 

 5 月 21 日の報道記事によると、南 24 パルガナー県の Kachuberia 港が損壊。32 
 5 月 22 日の中央政府レリースによると、33 

・スンダルバンズ(Sundarbans)のデルタ地帯を含む複数県の河川堤防が決壊している。) 
・州内の広範囲で電話とインターネットが不通。 

 5 月 22 日の報道記事によると、インド携帯電話協会(COAI)は、西ベンガル州沿岸でサイクロン

3 日後にも携帯電話の通話可能率が 65-70%までしか回復していないと発表した。停電に加え、

光ファイバーや電線が寸断されていることが原因。34 
 5 月 23 日の報道記事によると、州内の上下水道、電気は復旧せず、州政府は陸軍に支援を要請。

停電で汲上ポンプが停止したことによる断水で水銀濃度が上昇。20 
 5 月 26 日の報道記事によると、南 24 パルガナー県と北 24 パルガナー県では河川堤防が多数決

壊。35 
 5 月 26 日の報道記事によると、州都コルカタ市を含む州全域で停電と断水が発生し、復旧には

少なくともまだ数日かかる見通し。新型コロナウィルス感染拡大に伴うロックダウンが行われ

ているため、市中で缶入りの水の入手が困難になっており、水不足が発生しているが、市民は

感染を恐れて家の外に出ようとしない。35 
 5 月 26 日の報道記事によると、コルカタ空港が浸水し、プライベート・ジェット用の駐機場と

格納庫が損壊し、小型航空機１機に被害。35 
 5 月 29 日の報道記事によると、停電の 80%が復旧した。28 

 7 月 23 日赤十字レポートによると、西ベンガル州のインフラ被害は下記の通り。29 
・海岸堤防：延長 3.6km 

・堤防：延長 245km 
・水道管損壊箇所(pipe water point)：1,192 

・道路：延長 2,148km 
・橋梁：335 基 

・学校：14,640 校 
・公的保健施設：563 

・発電施設：273 
・電柱：449,174 本 

 7 月 23 日赤十字レポートによると、西ベンガル州の農林水産畜産被害は下記の通り。29 
・農地：17,000km2 

・林地：1,500km2 
・漁船損壊：8,007 隻 

・家畜被害：210 万頭 
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【アッサム州】 

 5 月 25 日アッサム州災害対策部 SitRep によると、インフラ被害は下記の通り 31 
・道路被害：4 箇所（Lakhimpur 県(1)、Dhemanji 県(2)、Darrang 県(1)） 

・橋梁・カルバート被害：2 箇所（Lakimpur 県(2)） 
 5 月 25 日アッサム州災害対策部 SitRep によると、25 日現在の農業被害は 579 ヘクタール

（Lakhimpur 県、Dhemanji 県）。31 
 

＜経済被害＞ 
 7 月 23 日赤十字レポートによると、被害額の概算は 130 億 US ドル。29 

 

バングラデシュ 

＜人的・一般被害＞ 
 5 月 25 日国連バングラデシュ人道問題調整タスクフォース発表の資料によると、バングラデシュ

におけるサイクロン･アンファンによる死者は 26 人、負傷者 7 人。死因は倒木、ボート転覆、壁

倒壊、溺死。36 

 5 月 25 日国連バングラデシュ人道問題調整タスクフォース発表の資料によると、 
建物被害：330,667 棟（うち全壊 55,667 棟） 

ベンガル湾沿いの 3 管区 9 県の被害が大きい(下図)。この 9 県は西からクルナ管区シャトキラ

(Satkhira)県、同管区ジョソール(Jessore)県、同管区クルナ(Khulna)県、同管区バゲルハット

(Bagerhat)県、バリサル管区ピロジプール(Pirojpur)県、同管区ボルグナ(Barguna)県、同管区パト

ゥアカリ(Patuakhali)県、同管区ボラ(Bhola)県、チッタゴン管区ノアカリ(Noakhali)県。36 

 5 月 25 日国連バングラデシュ人道問題調整タスクフォース発表の資料によると、サイクロン後に

10 万人が避難生活を余儀なくされている。36 
  

＜インフラ・農漁業被害＞ 

 5月 25日国連バングラデシュ人道問題調整タスクフォース発表の資料によると、インフラ被害は、 
・学校：約 2,000 校、 

・橋梁･カルバート：約 200 基、 
・道路：のべ約 1,100km、 

・堤防：のべ約 150km、 
・給水源：約 220 か所。36 

 5 月 29 日国際赤十字レポートによれば、 
・淡水貯水池への海水侵入：65 箇所 

・給水所損壊： 18,235 箇所 
・停電：サイクロン直後は約 1,500 万人が停電に見舞われた。 

・農業被害：約 176,000 ヘクタール。9 
 5 月 25 日国連バングラデシュ人道問題調整タスクフォース発表の資料によると、 

養魚場等被害：クルナ管区シャトキラ県 12,690 ヘクタール、 
       クルナ管区バゲルハット県で 4,000 ヘクタール。36 

 

＜経済被害＞ 

 5 月 25 日国連バングラデシュ人道問題調整タスクフォース発表の資料によると、被害額は 1 億

3,000 万 US ドルに上ると概算されている。36 
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被災国政府の対応 

インド 

＜発災前＞ 

【気象警報等】1, 37, 38 
日時  警報名称 対象地域 

16 日 20:30 上陸 92 時間前 Cyclone Watch 西ベンガル州沿岸、オディシャ州北部沿岸 

17 日 08:40 上陸 80 時間前 Cyclone Alert 西ベンガル州沿岸、オディシャ州北部沿岸 

18 日 08:45 上陸 56 時間前 Cyclone Warning 西ベンガル州沿岸、オディシャ州北部沿岸 

19 日 23:30 上陸 17 時間前 Post Landfall Outlook 西ベンガル州内陸部、アッサム州、メガラヤ州 

 Cyclone Watch：インド気象庁(デリー市)が中央政府に沿岸州の天候悪化 72 時間前から発表。 

 Cyclone Alert：気象庁サイクロン警報センターが沿岸州首相に天候悪化 48 時間前から発表。 

 Cyclone Warning：気象庁サイクロン警報センターが沿岸州首相に天候悪化 24 時間前から発表。サイクロン

が沿岸から 500km 以内に接近すると、上陸予定時間と地点が付記される。 

 Post Landfall Outlook：気象庁サイクロン警報センターが、上陸 12 時間前から、被害が予想される内陸部地

域の災害対応官に向け、より正確な上陸地点と時間、予想される悪天候について発表。 

 イエロー･アラート：市民は天候悪化と、気象庁の予報の更新に注意を払う必要がある。 

 オレンジ･アラート：市民とその財産にリスクが及ぶ可能性あり、自身と家族、財産を守る準備を求める。 

 レッド･アラート：市民とその財産に甚大なリスクが迫り、甚大被害の可能性あり。市民はただちに防御行

動をとる必要があり、求められた場合には安全な場所へと避難。 

 

 6 月 9 日の報道によると、世界気象機関(WMO)は、インド気象庁のサイクロン･アンファン予報を、

「最良実践例」であると賞賛した。39 
・WMO の Manaenkova 副事務局長は、インド気象庁への書簡で「(サイクロン･アンファン)の発

生(genesis)、進路、勢力、上陸地点および上陸時間予測、サイクロンがもたらす高潮、大雨、

強風などの悪天候に関する 3 日以上前からの予報は正確で、早期対応と準備行動に多大な助け

となった」と述べた。 
・WMO はインド気象庁のサイクロン対応を「教訓となる優秀事例」と評価し、近隣諸国の正確

な予報に貢献し、生命と財産の更なる損失を防止した、とした。インド気象庁のサイクロン･

アンファン予報は 13 カ国に送られていた。 

 
【当局の事前対応と避難】 

 5 月 17 日の報道記事によると、国家災害対応部隊(NDRF)は、17 日(日)早朝の「サイクロンは今後

24 時間以内に severe cyclonic storm に発達する」とのインド気象庁予報を受け、オディシャ州 7

県に 10 チーム、西ベンガル州 6 県に 7 チームを派遣し、事前対応を開始した。40 
 5 月 24 日の報道記事によると、当局(中央政府、オディシャ州、西ベンガル州)の時間毎の事前対

応は下記の通り。41 
5 月 18 日（上陸 2 日前） 

12:45：中央政府のモディ首相はサイクロン状況の深刻化を受けて、内務省および国家防災委員会

(NDMA)とハイレベル協議を行った。 

16:22：気象庁が、「アンファンはスーパーサイクロンに発達し、西ベンガル州 Digha とバングラ

デシュ Hatia 島の間の沿岸に、20 日上陸見込み」と発表。 

オディシャ州で避難開始。 
20:11：気象庁が「西ベンガル州の沿岸低地は 4-6m の高潮に見舞われる」と警告。 

20:38：中央政府（気象庁 NDRF 合同）記者会見で「アンファンは 1999 年オディシャ・サイクロ

ンに匹敵する」と国民に警戒を呼び掛け。 

20:49：NDRF は、西ベンガル州へ 23 チーム、オディシャ州へは 13 チームを派遣し、州政府によ

る住民への周知、警戒呼びかけ(sensitization)、事前避難活動をサポート。 
 



 

一般社団法人 国際建設技術協会 
Infrastructure Development Institute - Japan 

 10 

 

5 月 19 日（上陸前日） 

11:59：西ベンガル州では当局が住民を安全な場所へ誘導。すでに 15,000 人が避難すみ。 
12:00：Rajiv Gauba 内閣官房長(Cabinet Secretary)が議長を務める国家危機管理委員会(National 

Crisis Monitoring Committee :NCMC)が開催され、国家災害対応部隊( NDRF)、軍、電力・通

信部門に直接、緊急対応を整えるよう指示。 

内務省大臣がオディシャ州、西ベンガル州の両州首相と意見を交換し、協同でサイクロンに

対応することを申し合わせた。 

15:05： NDRF を 36 チームに加え、陸海空軍、沿岸警備隊の救助チーム、艦船、航空機等がスタ

ンバイしていると内務省が発表。 

16:33：避難先のサイクロン・シェルターの通常収容人員は 1,000 人だが、新型コロナウィルスのソ

ーシャル・ディスタンスに配慮して、受入人数を半分の 400-500 人に絞っている、との報道。 

16:45：Anshu Prakash 電子情報技術省次官が、「避難対象県の住民に、適切なタイミングでの避難を

促すショート・メッセージ(SMS)アラートを発出した」と発表。SMS アラートは、州政府が

送信を決定する、地元言語のアラート送信システム。 
20:41：アッサム州当局が、サイクロンの警戒警報(high alert)を発出し、州緊急対応局が災害対応指

令室を開設。 
5 月 20 日（上陸当日） 

8:42：オディシャ州では避難所 1,704 箇所が開設され、現時点で 119,075 人が避難したとの報道。 
11:22：西ベンガル州コルカタ市のコルカタ空港が離発着を中止。少なくとも 21 日午前 5 時まで。 

11:53：NDRF の Paradhan 長官が、オディシャ州バーレーシュワル(Balasore)県およびバドラク

(Bhadrak)県の約 15 万人、西ベンガル州の約 33 万人が避難を完了したと発表。 

 
＜発災後＞ 

 5 月 24 日の報道記事によると、当局(中央政府、西ベンガル州、オディシャ州)の発災後対応は下

記の通り。41 

5 月 21 日(上陸翌日) 
・内閣官房長が議長を務める国家危機管理委員会(NCMC)が開かれ、西ベンガル州とオディシャ州

のサイクロン被害を検討。気象庁の正確な予報、国家災害対応部隊(NDRF)支援による事前避難

(西ベンガル州 50 万人、オディシャ州 20 万人)により、1999 年のオディシャ･サイクロンに比べ

て人的被害を最小限に抑えられたことが報告された。 
・NDRF は、西ベンタル州とりわけコルカタ市への復旧支援のため増派を決定。 

・中央政府のモディ首相が特別メッセージを発表「首相は被災州の住民とともにあり、状況が一刻

も早く正常化することを望む。当局は被災地に可能な限りの支援が出来るよう最大限に活動する。

NDRF は被災地で活動しており、中央政府上層部は西ベンガル州の状況を注視している。全国民

が西ベンガル州と共にあり、事態の正常化を祈る」: 

・閉鎖されていたコルカタ空港について、21 日午後 12 時から運行再開との発表。 
・オディシャ州 Naveen Patnaik 州首相が、空から州内被災状況を視察。 

・オディシャ州州首相が西ベンガル州州首相に、オディシャ州からの支援を申し出。 
 

5 月 22 日 
・中央政府モディ首相が、午前に西ベンガル州、午後にオディシャ州を訪問し、空から被害状況を

視察。西ベンガル州の Mamata Banerjee 州首相とオディシャ州の Naveen Patnaik は、それぞれ現

地で首相の視察に同行。モディ首相は視察後、それぞれの州で会合を持ち、復旧の要点について

協議した。 
・中央政府モディ首相は、西ベンガル州の北 24 パルガナー県を視察後、「西ベンガル州に 100 億

Rs(129 億円 1RS=1.29 円(5/22 為替レート))を支援する」と述べた。 
・中央政府モディ首相は、オディシャ州を空から視察し、オディシャ州に 50 億 Rs(64 億 5 千万円)

を支援する」と述べた。 
・インド空軍は、被災地の救援に航空機 25 機、ヘリコプター31 機を派遣したと発表。 
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5 月 23 日 

・西ベンガル州政府は、インド陸軍に基本インフラサービス復旧(停電復旧など)への支援を要請。 
・国家災害対応部隊(NDRF)は西ベンガル州の復旧作業のため、さらに 10 チームの増派を決定。同

州では現在 26 チームが活動中。 
・インド陸軍は西ベンガル州政府からの要請を受け、コルカタ市へ 5 隊 175 人の派遣を決定。 

・オディシャ州は西ベンガル州の救助支援に、消防隊員･災害対応要員 500 人の派遣を決定。 
 

＜新型コロナ肺炎の感染状況および当局対応＞ 
【概況およびサイクロン上陸直前の状況】 

 5 月 20 日の報道記事によると、5 月 19 日(サイクロン上陸前日)現在のインドにおける感染者数

は約 101,000 人超、死者 3,164 人。中央政府モディ首相は 3 月 24 日にインド全土のロックダウン

を宣言、これによりその後、何百万もの出稼ぎ労働者が主要都市から地方の出身地に帰省し、こ

れにともない地方の農村地域でも感染が拡大している。42 

 5 月 18 日西ベンガル州保険福祉局プレスレリースによると、西ベンガル州における 18 日現在の

累積感染確認者数は 2,825 人、累積死者数は 172 人であった。43 

 5 月 19 日オディシャ州プレスレリースによると、オディシャ州における 18 日午前 0 時現在の累

積陽性者数(Positive Cases)は 978 人。累積死者数は 5 人であった。44 

 5 月 21 日の報道記事によれば、西ベンガル州、オディシャ州とも多数の出稼ぎ労働者が帰省。

オディシャ州では帰省者による感染拡大を防止すべく、サイクロン・シェルターの一部を、帰省

労働者の検疫・一時隔離施設に転用していた。45 
 

【事前避難時の新型コロナ対策】 
 5 月 20 日国際赤十字レリースによると、インドでは検疫･一時隔離施設を、事前に内陸部に移転

し、サイクロン避難者受入に備えた。（注：この隔離施設は上記記事の出稼ぎ帰省労働者の隔離施

設を指すと思われる）46 

 報道記事によれば、西ベンガル州は、避難所のソーシャル･ディスタンスを確保すべく、(従前の

避難所に加え)新たに学校、大学、州政府庁舎、自治体庁舎を開放し、避難所の数を拡大した。47 

 報道記事によれば、西ベンガル州当局は、避難者に 20 万枚のマスクを配布し、州災害対応部隊

(SDRF)には個人防護具(Personal Protective Equipment : PPE)を支給した。48 

 報道記事によれば、西ベンガル州東ミドナープル県では、県内 43 箇所の多用途シェルター、17
箇所の県営シェルターについて、収容人数を五分の一に制限して、ソーシャル･ディスタンスを確

保しようとした。具体的には１部屋 20-30 人収容のところ 5 人以下。2,000 人収容施設では 200 人

までが目標数値である。これにともない学校校舎などを活用し、550 箇所の臨時シェルターを新

たに設置した。35 
 5 月 18 日にオディシャ州は、避難対象県当局に対し、以下の特別指示を出した。49 

・危険エリアの住民にとっては、新型コロナよりサイクロンの方が命の危険があると周知する。 
・避難者に心理的な安心を与えられるよう、避難所の事前消毒と感染防止対策を徹底。 

・高齢者や妊婦は、可能な限り別室の避難とし、若者とのソーシャル･ディスタンスを確保。 
・(避難所では)固形石鹸ではなく、できるだけ液体石鹸を設置。 

・避難者はシェルター滞在中、たとえ不快であろうと、マスクまたは顔を覆うこと。 
 

【新型コロナ状況下の発災後問題点】 
 5 月 29 日の報道記事によると、発災後に明らかとなった問題点は以下の通り。47 

・西ベンガル州沿岸部では、サイクロン通過後、広範囲で断水と停電が発生した。「ステイ･ホー

ム」を実施している住民も自宅内での手洗いが出来なくなった。 

・断水対策として当局は給水車を派遣したが、都市部では、感染を恐れて自宅を出られず、給水

所に水を貰いに来ない住民が多数発生した。高齢者世帯の多くがこの状況に陥ったと思われる。 

・低地地域の住宅はサイクロンで損壊し、帰る家を失った住民多数が避難所に留まっている。住

民の「ステイ･ホーム」は実行できず、感染拡大が懸念される。 
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・5 月 29 日現在、西ベンガル州の新型コロナウィルスは、サイクロン前の感染拡大シミュレーシ

ョン(被災・避難想定なし)を上回る勢いで拡大している。 
・インド科学教育研究センターで感染拡大シミュレーションを担当する専門家は「生涯に一度の

確率で発生するパンデミックに、数十年に一度規模のサイクロンが重なってしまった。今後、

感染が拡大したとしても、誰も責められない」と述べている。 

 6 月 8 日の報道記事によると、中央政府からオディシャ州、西ベンガル州に派遣された国家災害

対応部隊(NDRF)170 名に新型コロナウィルス検査を行ったところ、少なくとも 50 名が陽性だっ

たことが判明した。50 
 

バングラデシュ 

＜発災前＞ 
【気象警報等】 

 5 月 18 日の報道記事によると、バングラデシュ気象庁は 18 日、沿岸県にサイクロンアラート「シ

グナル 7*」を発令すると同時に、特別情報(special bulletin)を発表した。51 

・シグナル 7 対象県：クルナ管区シャトキラ(Satkhira)県、同管区クルナ(Khulna)県、同管区バゲ

ルハット(Bagerhat)県、バリサル管区ジョルコタ(Jhalokathi)県、同管区ピロジプール(Pirojpur)県、

同管区ボルグナ(Barguna)県、同管区パトゥアカリ(Patuakhali)県、同管区ボラ(Bhola)県、同管区

バリサル(Barishal)県、チッタゴン管区ラクシュミプール(Laximipur)県、同管区チャンドプール

(Chandpur)県。 
・上記の県では豪雨または大豪雨(heavy to very heavy rainfall)が予想される。 

・クルナ管区からチッタゴン管区までの沿岸部は 19日深夜から 20日午後にかけて 160km/h(44m/s)
の強風に見舞われる。 

・バングラデシュはサイクロン進行方向の右側に位置するため、より深刻な影響を受ける。 
・通常潮位を 5 フィート(1.5m)程度うわまわる高潮が予想される。 

 5 月 20 日の報道記事によると、バングラデシュ気象庁はバゲルハット県モングラ(Mongla)港など

に、重大な危険を示す「シグナル 10*」を発令した。また 20 日朝の特別情報で、クルナ管区シャ

トキラ県、クルナ県、バゲルハット県、ノライル(Noakhali)県、バリサル管区ボラ県、バリサル県、

チッタゴン管区チッタゴン県の沿岸と島嶼部は、通常潮位を 10-15 フィート(3-4.5m)うわまわる高

潮にみまわれると警告した。52 
*注）バングラデシュ警報シグナル：シグナルは 11 段階。53,54 

・シグナル 1~3 は Distant Cautionary Signal(遠方注意)、シグナル 4 は Local Cautionary Signal(局所注

意)、シグナル 6~7 が Danger Signal(危険)、シグナル 8~10 が Great Danger Signal(重大危険)、シグ

ナル 11 が Communication Failure Signal(通信途絶の可能性あり)。 
・サイクロンの場合は、上陸 18 時間以上前に Danger Signal、10 時間以上前に Great Danger Signal

が発令される。 
・「シグナル 7」：中程度の強さの嵐が近傍を通過する。 

・「シグナル 10」：非常に強い嵐(中心付近風速 171kmh(47.5m/s)以上が近傍を通過する。 
 

【事前避難】 
 5 月 19 日の報道によると、バングラデシュ災害対応省は 5 月 18 日に、200 万人を 12,078 箇所の

サイクロン･シェルターに避難させる方針を打ち出した。 
気象庁が 19 日に「明朝(20 日)6 時に重大危険「シグナル 10」発令」の可能性を予告すると、20

日の避難は難しいと判断し、災害対応大臣は「19 日深夜までに住民避難を完了する」よう指示し

た。55 

 5 月 20 日の報道によると、クルナ管区、バリサル管区、チッタゴン管区の各地方政府は、新型コ

ロナウィルス対応のソーシャル･ディスタンスを意識しつつ、200 万人の避難を 20 日朝までに完

了した。52 
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 5 月 20 日の報道によると、サイクロンに備え、バングラデシュ海軍は艦艇 25 隻、空軍は輸送機 6

機とヘリコプター22 機を待機させている。陸軍は災害対応チーム 145、医療対応チーム 71 を待機

させている。56 

 5 月 29 日および 30 日の赤十字レポートによると、事前避難対応は下記の通り。9,57 
・バングラデシュ赤新月社と国際赤十字バングラデシュ事務所(IFRC Country Office)は、バングラ

デシュ中央政府、地方政府と密接に連携しながら、新型コロナウィルスに対応しつつ、沿岸 13
県のサイクロン事前対応に当たった。 

・バングラデシュ赤新月社は、風速 125kmh(34m/s)以上のサイクロンがバングラデシュに上陸す

るという気象庁の予報を受け、5 月 18 日に、あらかじめ定められていた「サイクロン事前対応

手順(Early Action Protocol)」を開始した。赤新月社は、ボランティアの支援を得て、9 県で 40
箇所のサイクロン･シェルターを開設した。 

・バングラデシュ政府と赤新月社は、沿岸地域全体で約 7 万人のサイクロン事前対応ボランティ

アを動員し、ボランティアは事前演習通り、地域住民に個別訪問またはメガホンで呼びかけを

行い、低地地域の住民に危険を知らせ、避難を呼びかけた。 
・ボランティアは高齢者や障害者の避難も支援した。地域住民同士の互助もあり、時間までに避

難所への避難を終えることができた。 
・新型コロナウィルスに対応すべく、ボランティアは避難呼びかけ時に、住民が自身のマスクを

持参して避難するよう促した。 
 

＜発災後＞ 
 5 月 22 日国連レポートによると、バングラデシュ陸軍が地方政府の救助･救援を支援している。

特殊装備を有する軍災害対応隊 146 チームと軍医療隊 76 チームが派遣された。58 
 5 月 22 日国連レポートによると、バングラデシュ政府は被災自治体にコメ、乾燥食品などを提供

するとともに、現金 500 万タカ(625 万円 1 タカ=1.25 円)を支援した。58 
 5 月 22 日国連レポートによると、バングラデシュ赤新月社は、被害甚大な 3 県(クルナ管区シャ

トキラ県、クルナ県、ジョソール県)に防水シート、衛生キットなど緊急支援物資を送るとともに、

10 県の 192 避難シェルターに乾燥食品を支援。また井戸 200 箇所の緊急修理と、仮設公衆トイレ

100 箇所の設置を支援する。58 
 

＜新型コロナ肺炎の感染状況および当局対応＞ 
【概況およびサイクロン上陸直前の状況】 

 5 月 19 日バングラデシュ赤新月社 COVID-19 SitRep によると、5 月 19 日現在のバングラデシュの

累積感染者数は 25,121 人、累積死者数は 370 人。59 
 

【事前避難時の新型コロナ対策】 

 赤十字レポートによると、バングラデシュ政府は今回、新型コロナウィルス対応のソーシャル･

ディスタンスを確保すべく、約 12,000箇所の避難所を開設したが、この数は前年比で 3倍である。

また避難呼びかけに際し、住民に自身のマスクを持参して避難するよう促した。57 
 赤十字レポートによると、避難呼びかけ活動を行う赤新月社ボランティアには、あらかじめ個人

防護具(PPE)が配布された。9 
 UN OCHA レポートによると、昨年をうわまわる 12,078 箇所の避難所を確保するために、学校な

ど公共施設が避難所として活用された。全ての避難所にマスク、消毒液、手洗い用設備と石鹸が

準備された。36 

 UN OCHA レポートによると、村の地域診療所(Upazila health complexes : 村の保健指導と簡単な病

気･怪我の治療を行う施設60)を、新型コロナウィルスの疑い症状がある避難者の避難所に充て、一

般の避難者から隔離できるように事前準備を行った。36 
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他国政府・国際機関の対応 

インドへの支援 

 5 月 21 日。EU のレナルッチ危機管理担当官は「インドとバングラデシュのサイクロン･アンファ

ンによる甚大な被害に心を痛めている。欧州連合は、サイクロン被災者、人道支援、感染症対策

に当たる医療保健従事者の緊急ニーズを認識し、インドに対し 50 万ユーロ、バングラデシュに

対し 110 万ユーロの緊急支援を決定した。また EU 地球観測プログラム『コペルニクス』は、被

害把握に衛星観測地図の支援を行う」と発表した。61 

 6 月 16 日の報道記事によると、英国の在コルカタ副高等弁務官(The British Deputy High 
Commission Kolkata)とベンガル商工会議所はウェブ国際会議「コルカタ市の環境に配慮した復興

ロードマップ」を開催し、英印両国の専門家が、気候変動と新型感染症への対応における協同で

合意した発表した。62 

 

バングラデシュへの支援 

 5 月 20 日の報道記事によると、国連人道問題調整チーム(UN Humanitarian Coordination Task Team)

はバングラデシュ政府と協働で、スーパーサイクロン「アンファン」の上陸に備え、事前対応を

行ったと国連広報官が述べた。また、バングラデシュ赤新月社は「サイクロン事前対応手順(Early 

Action Protocol)」に従い事前対応を行った。63 
 5 月 21 日の EU レリースで、欧州連合からバングラデシュへ 110 万ユーロの緊急支援が発表され

た（上記「インドへの支援」参照）。61 
 5 月 24 日の報道記事によると、国連のグテーレス事務総長は、サイクロン･アンファンがインド

とバングラデシュにもたらした死と破壊に悲嘆をあらわすとともに、愛する人を失ったご遺族に

深い哀悼の意を表した。事務総長はまた両政府と災害対応当局、コミュニティによる発災前事前

避難と、発災後の迅速な対応を賞賛するとともに、インド、バングラデシュ両国民との連帯を表

明した。64 

 6 月 25 日の報道記事によると、国連中央緊急対応基金(CERF: 災害時緊急人道支援初動財源)から

500 万 US ドルが、7 県(クルナ管区クルナ県およびシャトキラ県、バリサル管区ボルグナ県およ

びシャトアカリ県)の 25 万人を優先対象として、FAO、UNDP、UNFPA、UNICEF、WFP を通し

て拠出されることになった。対象分野は水･衛生、避難所、保護、栄養、生計手段復旧支援など。

これにより国連人道問題調整事務所タスクチーム(HCTT)の対応プラン(HPRP)が開始されるが、こ

のプランは、国際赤十字が 5 月 28 日アピールに応えるものである。65 
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